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NY マーケットレポート（2018 年 10 月 10 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

米主要株価が大幅下落となったことから、投資家のリスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な

動きとなった。その後、米長期債利回りが急速に低下したことも影響してドル売り・円買いが加速し、ドル/

円は 9/20以来の安値を付けるなど、クロス円も軒並み大きく下落した。一方、米株式市場では、主要株価が

軒並み大幅下落となり、特にダウ平均株価は 831 ドル安で終了し、1 日の下げ幅としては 2/8 以来、約 8 ヵ

月ぶりの大きさとなった。そして、ナスダックは 4％以上、S&P500は 3％以上の大幅下落となった。 

 

主要な米経済指標結果 

9 月生産者物価指数（前月比） 0.2％（予想 0.2％・前回 -0.1％） 

9 月生産者物価指数[コア] 0.2％（予想 0.2％・前回 -0.1％） 

9 月生産者物価指数（前年比） 2.6％（予想 2.7％・前回 2.8％） 

9 月生産者物価指数[コア] 2.5％（予想 2.6％・前回 2.3％） 

9 月の米生産者物価指数は、モノとサービスを合わせた総合指数が前月比+0.2％となり、8月マイナスからプ

ラスに転じた。前年比では+2.6％だった。品目別では、エネルギーが-0.8％、食品が-0.6％、輸送・倉庫は

+1.8％となった。また、変動の激しい食品とエネルギーを除いたベースでは、前月比+0.2％、前年比では+2.5％

となった。 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 

 

8 月卸売在庫（前月比） 1.0％（予想 0.8％・前回 0.8％） 

8 月卸売売上高（前月比） 0.8％（予想 0.5％・前回 0.0％） 

8 月の米卸売在庫は、前月比+1.0％の 6427億 600万ドルとなり、市場予想を上回った。前年比では+5.3％と

なった。耐久財は前月比+0.9％となり、木材が+0.5％、自動車が+3.5％、機械が+0.5％、電気製品は-0.4％

となった。非耐久財は+1.2％となり、農産物が+4.9％、石油製品が+0.5％だった。8 月の卸売売上高は、前

月比+0.8％の 5111 億 3800万ドル、前年比では+9.2％となった。耐久財は、前月比+1.3％、専門機器が+3.3％、 

電気製品が+2.4％、自動車が+0.2％となった。非耐久財は+0.5％となり、石油製品が+1.0％、医薬品が+0.2％、

農産物は-1.7％だった。  
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出所：Bloomberg 

 

 

要人発言 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

・米労働市場は極めて活況で、インフレが目標値の 2％を多少上回る、あるいは下回ることがあっても金融

当局は動揺すべきではない 

・賃金は全米で上昇している。ただ、2000 年代半ばの好景気時のような強さではない 

・米金融当局がインフレ率を目標の 2％に届かせることができるかどうか私は確信が持てなかったが、2％に

到達できたという事実は、米経済と金融政策が順調に進んでいることを示す素晴らしいシグナルだ 

・労働市場は非常に力強く、人々が仕事を変えたければ、より良いチャンスがあると思う 

 

ボスティック・アトランタ連銀総裁 

・3.7％の米失業率は極めて低い 

・多くの指標に照らし、経済は望ましく推移 

・力強い米経済を予想－年内について 

・金融当局は現在の金利でブレーキかけていない 
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トランプ米大統領 

・連邦準備制度は常軌を逸したと思う 

・FRB が間違いを犯していると思う 

・FRB は引き締め過ぎ 

・FRB のしていることに強く反対 

・長い間われわれが待っていた調整だ 

 

サンダース大統領報道官 

・米経済のファンダメンタルズは依然強い 

・成長が続いているのはトランプ政権の政策が理由 

 

米主要株価は軒並み大幅下落 

米株式市場は、序盤に発表された米生産者価指数が上昇したことで、インフレ加速への警戒感から米長期金

利が上昇となり、企業業績が圧迫されるとの懸念から主要株価は序盤から軟調な動きとなった。また、米中

通商問題に対する懸念も材料視され、軒並み大幅下落となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとな

り、831 ドル安で終了し、1 日の下げ幅としては 2/8以来、約 8ヵ月ぶりの大きさとなった。一方、ナスダッ

クは 4％以上の下げとなり、S&P500も 3％以上の大幅下落となった。 

 

出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


